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第７回福祉用具専門相談員研究大会概要 

【開 催 日】 令和８年６月１７日（水） 

【大会テーマ】 2040 年を見据えた福祉用具支援の進化 

～福祉用具専門相談員の役割と PDCA サイクルの 

好循環モデルの構築～ 

【会 場】 KFC ホール（国際ファッションセンター） 

（東京都墨田区横網一丁目６番地１号） ※オンライン併用 

【主 催】 第７回福祉用具専門相談員研究大会実行委員会 

【共 催】 一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 

一般社団法人日本福祉用具供給協会 

【大 会 長】 岩元 文雄（一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 理事長） 

【副 大 会 長】 柴橋 和弘（一般社団法人日本福祉用具供給協会 副理事長） 

【大 会 概 要】 特別講演１題・口述発表３８題 

【参 加 者 数】 １，２２６名（現地参加３３７名、オンライン参加８８９名） 

【後 援】 厚生労働省､東京都福祉局 

（一社）回復期リハビリテーション病棟協会、（公社）関西シルバーサービス協会､

（一社）こうしゅくゼロ推進協議会､国際医療福祉大学大学院､姿勢活動ケア研究会、

（一社）シルバーサービス振興会､（一社）全国介護事業者連盟、（公社）全国国民 

健康保険診療施設協議会、（一社）全国デイ･ケア協会､（一社）全国福祉用具人材育成

協会、全国福祉用具相談･研修機関協議会､（公社）全国老人福祉施設協議会、（公社）

全国老人保健施設協会､（公財）テクノエイド協会､（特非）東京都介護支援専門員 

研究協議会､（一社）ナチュラルハートフルケアネットワーク、（公社）日本医師会､

（一社）日本介護支援専門員協会､（公社）日本介護福祉士会､（一社）日本義肢協会､

（一社）日本車椅子シーティング協会､（一財）日本車椅子シーティング財団、 

（一社）日本ケアマネジメント学会､（一社）日本言語聴覚士協会､(一社)日本在宅 

介護協会､（一社）日本作業療法士協会､（公社）日本社会福祉士会､（一社）日本褥瘡

学会､（一社）日本生活支援工学会､（一社）日本ノーリフト協会､（一社）日本福祉 

用具･生活支援用具協会､（公財）日本訪問看護財団､（公社）日本理学療法士協会､

（公社） 日本リハビリテーション医学会､（特非）日本リハビリテーション看護学会､

（一社）日本リハビリテーション工学協会､（一社）日本リハビリテーション病院･ 

施設協会､福祉用具プランナー研究ネットワーク ※50 音順 

―　１　―



第７回福祉用具専門相談員研究大会 開催報告 

大会テーマ：2040 年を見据えた福祉用具支援の進化 

～福祉用具専門相談員の役割と PDCA サイクルの 

好循環モデルの構築～ 

令和８年６月１７日（水）、第７回福祉用具専門相談員研究大会を開催いたしました。 

本大会は、昨年に引き続き現地とオンラインを組み合わせたハイブリッド形式で開催し、

現地 337 名、オンライン 889 名、合計 1,226 名の皆様にご参加いただきました。全国各地か

ら多数のご参加を賜り、おかげをもちまして盛会のうちに終了することができました。 

開会にあたり、岩元大会長からは、「介護保険制度施行から四半世紀が経過し、科学的介

護や介護 DX の推進、エビデンスに基づくサービス評価など、福祉用具専門相談員に求めら

れる役割はますます高度化・多様化しています。2040 年を見据え、専門職として PDCA サイ

クルを着実に実践し、利用者一人ひとりの生活の質の向上につなげていくことが重要であ

り、その積み重ねが福祉用具専門相談員自身の成長と地域社会からの信頼につながります。」

と、大会テーマに基づいた挨拶がありました。 

そして、来賓を代表して厚生労働省老健局高齢者支援課福祉用具・住宅改修指導官の野上

雅子様よりご祝辞を賜りました。 

続く特別講演では、株式会社善光総合研究所代表取締役社長の宮本隆史様より、「介護 DX

による生産性向上と働き方改革」をテーマに、介護現場における介護ロボットや ICT などの

テクノロジーの活用事例を交えながら、介護 DX による生産性向上とサービス品質の向上に

ついてご講演いただきました。また、今後の在宅介護におけるテクノロジーの活用や、福祉

用具専門相談員に期待される役割についても分かりやすくご紹介いただきました。 

午後からは３つの会場に分かれて口述発表がそれぞれ実施されました。 

第一会場では内田正剛座長による口述１「2040 年を見据えた福祉用具支援」、長倉寿子座

長による口述２「福祉用具利用効果の可視化と PDCA サイクルに基づく実践的評価」の発表

が行われました。 

第二会場では、小林広美座長による口述３「地域・多職種・安全利用の取組」、森島勝美

座長による口述４「利用者と家族の安全安心を実現するリフトの導入」の発表が行われまし

た。 

第三会場では、小松優太座長による口述５「経験３年未満相談員の福祉用具導入事例（チ

ャレンジ発表）」の発表が行われたあと、老健事業等の報告が行われました。 

全ての演題発表終了後には、第一会場においてシンポジウムを開催しました。柴橋和弘副

大会長がコーディネーターを務め、各口述発表の座長５名がシンポジストとして登壇し、そ

れぞれ担当演題の総括を行いました。その後、第８回大会に向けた提言やエールが述べられ

るとともに、参加者との質疑応答を交えながら、「2040 年を見据えた福祉用具支援の進化」

という大会テーマについて理解を深める有意義な討議の場となりました。 

最後に閉会式では、第８回福祉用具専門相談員研究大会の大会長を務める柴橋和弘副大

会長より、本大会への支援・協力に対する感謝の言葉とともに、次回大会への抱負が述べら

れ、第７回福祉用具専門相談員研究大会は盛況のうちに閉幕いたしました。 
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【開会式】 10:00～10:30
（第一会場）

開会挨拶　岩元文雄大会長

来賓挨拶　厚生労働省老健局高齢者支援課　野上雅子 様

【特別講演】 10:30～11:30
（第一会場）

講師　株式会社善光総合研究所 代表取締役社長　宮本 隆史 様
演題　介護DXによる生産性向上と働き方改革

第７回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表１】2040年を見据えた福祉用具支援
（第一会場） 12：50～14：15

座長：医療法人堀尾会 熊本託麻台リハビリテーション病院 リハケア部門 部門長　
　内田 正剛 氏

【口述発表２】福祉用具利用効果の可視化とPDCAサイクルに基づく実践的評価
（第一会場） 14：35～16：00

座長：一般社団法人日本作業療法士協会 事務局長　長倉 寿子 氏

【口述発表３】地域・多職種・安全利用の取組
（第二会場） 12：50～14：15

座長：一般社団法人日本介護支援専門員協会 副会長　小林 広美 氏

【口述発表４】利用者と家族の安全安心を実現するリフトの導入
（第二会場） 14：35～15：40

座長：一般社団法人日本福祉用具・生活支援用品協会（JASPA）
　介護リフト普及協会 会長　森島 勝美 氏

第７回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表５】経験３年未満相談員の福祉用具導入事例（チャレンジ発表）
（第三会場） 12：50～14：15

座長：株式会社かんきょう 営業本部 首都圏営業部 埼玉支店 支店長
　小松 優太 氏

【事業報告】　老健事業等報告
（第三会場） 14：35～15：25

報告者：ｴﾑ･ｱｰﾙ･ｱｲ ﾘｻｰﾁｱｿｼｴｲﾂ株式会社
　一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会
　一般社団法人日本福祉用具供給協会

【ランチョンセミナー】 11：40～12：20
（第二・第三・第四会場）

協賛：パラマウントヘルスケア総合研究所
　WHILL株式会社

シーホネンス株式会社

第７回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【シンポジウム】 16：20～17：30
（第一会場）

コーディネーター：柴橋和弘副大会長
シンポジスト 　：内田座長、長倉座長、小林座長、森島座長、小松座長

【閉会式】 17：30～17：40
（第一会場）

閉会挨拶　柴橋和弘副大会長

【懇親会】 17：55～19：20
（懇親会場）

第７回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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アンケート概要
■実施時期：2026年6月17日（水）～30日（火）
■調査方法：eメールによるwebアンケート様式の配布・回収
■回収状況：発送数1,168人／回収数349人／回収率29.9％

１．回答者の基本属性について

２．参加方法について

第７回福祉用具専門相談員研究大会　参加者アンケート集計結果

30歳 未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 総計 構成比

福祉用具専門相談員 37 85 69 38 2 231 66.2%
管理職 10 36 24 1 1 72 20.6%
その他 5 3 3 2 13 3.7%
経営者 5 1 6 1 13 3.7%
リハ職 1 2 1 4 1.1%
ケアマネジャー 2 2 4 1.1%
メーカー 3 1 4 1.1%
その他介護職 2 1 3 0.9%
団体職員 1 1 2 0.6%
その他医療職 1 1 2 0.6%
公務員 1 1 0.3%
総計 45 98 121 72 11 2 349 100.0%
構成比 12.9% 28.1% 34.7% 20.6% 3.2% 0.6% 100.0%

（単位：人）

人数 構成比

現地参加 80 22.9%
オンライン参加 269 77.1%
総計 349 100.0%
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３．全体の感想について

４．次回の参加について（複数回答）

５．アーカイブ配信について

６．その他ご意見など（自由記述）

人数 割合

現地で参加したい 57 16.3%
オンラインで参加したい 175 50.1%
時間があれば参加したい 66 18.9%
どちらともいえない 24 6.9%
他の社員も参加させたい 16 4.6%
参加の予定はない 11 3.2%
総計 349 100.0%

人数 構成比

視聴する予定 229 65.6%
視聴しない 120 34.4%
総計 349 100.0%

自由記述カテゴリ 件数
運営に問題はなかった 13
その他 9
勉強になった 9
演題数が多すぎる 3
機材の不具合が気になった 3
継続して欲しい 3
発表時間が短すぎる 1
総計 41

人数 構成比
とても良かった 100 28.7%
良かった 211 60.5%
どちらともいえない 36 10.3%
あまり良くなかった 2 0.6%
良くなかった 0 0.0%
総計 349 100.0%
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・新聞記事
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第７回福祉用具専門相談員研究大会 大会組織 

大 会 長 岩元 文雄 （一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会理事長） 

副大会長 柴橋 和弘 （一般社団法人日本福祉用具供給協会副理事長） 

大会顧問 幸田 正孝 （元 厚生省事務次官） 

山内 繁 （元 国立障害者リハビリテーションセンター研究所長） 

第７回福祉用具専門相談員研究大会 実行委員会 

委員長 中川 敬史  （株式会社ライフ・テクノサービス） 

倫理委員会委員長 白澤 政和 （国際医療福祉大学大学院） 

査読委員会委員長 東畠 弘子 （国際医療福祉大学大学院） 

委員  千葉 博 （株式会社サカイ・ヘルスケアー） 

福島 伴彦 （株式会社カクイックスウィング） 

安居 寛道 （株式会社トーカイ） 

古沢 林太郎（株式会社トーカイ） 

池本 和樹 （株式会社トーカイ） 

中沢 淳 （株式会社ジェー・シー・アイ） 

伊藤 広成 （日本福祉用具供給協会） 

渡邉 健一 （日本福祉用具供給協会） 

淡路 陽子 （日本福祉用具供給協会） 

多田 和史 （全国福祉用具専門相談員協会） 

東谷 亮 （全国福祉用具専門相談員協会） 

篠原 昌幸 （全国福祉用具専門相談員協会） 

柳田 磨利子（全国福祉用具専門相談員協会） 

江口 誠 （全国福祉用具専門相談員協会） 

運営協力 小林 毅 （日本医療科学大学） 

顧問 酒井 博人 （綜合メディカル株式会社） 
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